農作物の霜害対策について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２２年3月17日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広島県農林水産局農業技術課
　平年に比べ農作物の生育が早く進む傾向にあり，作物によっては10日前後早まっているものがあります。
また,気象庁の季節予報（3月12日発表）によると，向こう1か月の気温は平年並み，平年より高い確率ともに40％と予想されており，今後更に作物の生育が進むことが予想されます。
今後の一時的な低温や降霜の予報に注意し，管理作業を行ってださい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	作　　　物
	対　　　　　策

	果　樹　全　般
　

	○夜間から早朝にかけて低温となり降霜が予想される場合は，防霜ファンやスプリンクラー，固形燃料燃焼法（周囲の環境に配慮する）等により防霜に努める。
また，防霜施設や資材の点検・準備は事前にしておく。
○敷きわら等早くから地面を被覆すると地温の放熱を抑制し，霜害を助長するので，降霜の危険がなくなってから敷くようにする。
○冷気が停滞しやすい園地は，防風ネットのすそを上げて風通しを良くしておく。防風樹の刈り込みも行っておく。

	もも

	○摘蕾は控えめにし，花数を多めに確保しておく。
○開花期から幼果期ごろが特に低温に弱いので，作物の生育を確認し，防霜対策が遅れないようにする。
○凍霜害を受けた場合は，遅く咲いた花にも人工授粉を行い着果量の確保に努める。


	なし

	○摘蕾は控えめにし，花数を多めに確保しておく。
○開花期から幼果期ごろが特に低温に弱いのでタイミングが遅れないよう防霜対策をとる。

	ぶどう

	○発芽後は生育とともに低温に弱くなるので，作物の生育を確認しながら，防霜対策が遅れないようにする。

	りんご

	○発芽期以後生育とともに低温に弱くなるので，作物の生育を確認しながら，防霜対策が遅れないようにする。


	野菜

	○無加温ハウスでは，日中の換気を早めに止め，ハウス内の温度確保に努める。
○夜間はビニールの密閉をしっかり行い，補助暖房を入れ
るなど保温に努める。
○凍害を受けた場合は，ハウス内の気温が急激に上がらないようにする。

	花き
	○無加温ハウスでは，日中の換気を早めに止め，ハウス内の温度確保に努める。
○夜間はビニールの密閉をしっかり行い，補助暖房を入れるなど保温に努める。
○凍害を受けた場合は，ハウス内の気温が急激に上がらないようにする。


各地域での問い合わせ先
西部農業技術指導所　東広島市八本松町原6869　電話082-420-9661

東部農業技術指導所　福山市三吉町1丁目1-1　　電話084-921-1311

北部農業技術指導所　三次市十日市東4丁目6-1　電話0824-63-5181
